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損害防止サーキュラー No.08-08 
 
 
Maritime Security Assessment      ナイジェリア及びギニア湾 
 
 
ナイジェリア水域とラゴス 
ナイジェリア水域は2007年においてギニア湾岸域にて唯一最も海賊や武装襲撃にさらされた地域である

。 
2003年から2006年の期間に報告された事件数が激減した後、2007年報告された襲撃件数は急激に増

加したー計42件の実際の襲撃及び襲撃未遂があり、2006年度比250%増であった。 

船舶数はナイジェリア水域にて襲撃された接岸中の船舶を含めるとギニア湾岸域のその他の領海の10倍

以上に至る。 
これは寄港する船舶数にも依るが、海賊の数が多いこと、彼らの能力、ナイジェリア政府機関による法執

行力の欠如を指摘している。 
 
事件のタイプや武器/暴力の行使に関して、よりパワフルでかつためらいのない暴力行為がみられる。 
乗組員が負傷するケースや人質とされるケースが2006年はたった1件であったが、2007年は51件になっ

た。 

報告書は又、海賊は一般的に高度の武装で、速度と航続距離の両方に関して法執行する船舶から逃走

可能な新型の高速艇を使用していることを示している。 

これにより、海賊に錨泊している船舶からの即時の脱出と航行中の船舶への乗船率を増加すること可能

足らしめる。 
 
航行中の船舶 
航行中の船舶はその運航上の複雑性と襲撃の実行の両面において、海賊にとって停泊中の船舶より高

いリスクを意味する。 

それにも関らず、航行中の船舶への襲撃は2007年にナイジェリア水域での全ての件数の25%近くに至っ

ていることは海賊の機材、能力や技能を良く表している。 
航行中船舶の襲撃は2006年から2007年にかけて倍以上になっている。 
 
ナイジェリア水域における襲撃件数増加は、様々なタイプの作戦を実行する海賊の能力が全般的に増加

していることを表している。 

彼らの機材はオフショアの作戦を実行するために必要なより優れた艇、より多くの武器、航海システムや

その他の装備を改良しているようだ。 

海賊たちは給油不要で220kmまで航走可能な高速艇を所有している。 
これらの高速艇により、ナイジェリア政府の役人や沿岸警備が彼らを追跡することが不可能であり、海岸

より離れた距離の船舶を目標とし、デルタにある彼らの「安全な隠れ家」を拠点とすることを可能としている

。 
新しい装備や複数の艇の間の協力が能力に付加されている。加えて海賊の総合的な技能は個別及びグ

ループの両面において進歩していると思われる。 

能力と技能の改良は航行中の船舶への襲撃件数がほぼ１００％の増加、かつ失敗が50%から10%に減

少していることを示す統計に反映されている。 
 
錨泊中の船舶 
2007年にナイジェリアにおいて報告された実際の襲撃あるいは襲撃未遂の全件数の60%近くは、錨泊中の

船舶に向けて実行された。 

錨泊中の船舶は海賊にとって簡単でリスクが低いという理由は明らかだ。動かないこと、港湾の保安範囲

を超える穏やかな海域にいること。加えて、いくつかの件数においては襲撃された船舶から遭難信号が発 
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せられても当局からの反応がないことを指摘している。 

2006年から2007年にかけて全件数は5件から24件と5倍になっている。 

 

接岸中の船舶 
2007年においてラゴスは接岸中、錨泊中の船舶を含めて、全世界で最も報告された襲撃件数が多い港で

あった。 

2003年から2006年の間の件数の継続的減少にも拘らず、2007年にラゴスにて報告された件数は、接岸中

、錨泊中の船舶を含めて、2006年の4倍になった。 

2006年は接岸中の船舶への襲撃はなかったが2007年は5件の実際の襲撃が報告されている。 

 

2007年における接岸中の船舶への襲撃数の突然の増加は、港内全般、特にISPSの点検においてナイジ

ェリア当局の管理及び法執行力の弱体化が指摘できる。 

数年間の統計を見比べると、船舶襲撃の全報告件数は総選挙のある4年ごとにピークとなる傾向がある。 

ナイジェリアの報告件数がピークにあった2003年と2007年の両年に一般選挙があった。 

選挙の年には暴動や一般的な騒乱が顕著で、これらの騒乱は海賊の統計に影響し、それは特別な機材

や計画、技能を要しない接岸中の船舶に対する襲撃の統計に反映されている。 

 

暴力の行使 
乗組員に対する暴力の行使は2006年に比べて2007年は増加している。これは襲撃の全件数が同期間に

大きく増加している事による当然の結果である。 

この傾向は海賊による今まで以上に攻撃的な行動の結果として捉えることができる。襲撃中の銃やナイフ

など武器行使の増加は襲撃件数の増加より多い。襲撃中に負傷した乗組員数の増加は又、増加した暴

力の行使の実態を裏付けている。 

攻撃は犯罪者が繰り返して襲撃を実行し、それぞれが競争しているような傾向が時間経過とともに見受け

られる。 

沿岸警備やその他の法執行機関からの妨害を受ける事なく実行する襲撃が成功する機会は高く、そのた

め海賊に関係した活動に機会を持ちたいとするより多くの犯罪者グループを呼び込む傾向があるようだ。 

 

結論 
ギニア湾の治安状況、特にナイジェリアのデルタ地帯は治安に関連した事件の増加が特筆されている。 

特に2007年の選挙期間とその後の期間における増加は顕著である。 錨泊中の船舶での海賊事件 

は言うまでもなく、接岸中や航行中の船舶の事件の増加もおきている。 

襲撃が実行される方法において、明確な変化を指摘する情報はないが、襲撃能力が増加している事を示

している。 

また、より攻撃的になってきていることも示しているが、地域や歴史武装グループの実行戦術を考慮する

ならば、彼らはそれによって死ぬことを望んでいるとは思えない。ナイジェリアのデルタ地帯のガンマンた

ちは、攻撃によって会社が生産活動を閉鎖し地域より人を引揚げる治安状況でナイジェリア原油の生産が

停止となることから、間接的に国際原油価格に影響を与える立場にいる。 

 

今後3-6ヶ月間、状況は大きく改善することはないというのが一般的な見方である。 

近い将来において襲撃件数は減少するが、その後再び増加することになろう。 

我々はBestia Risk Consultantに以上の情報の提供に謝意を表する。 
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